
今
年
は
「
完
全
参
加
と
平
等
」
聖
ア
}
マ
に
、
障
害
者
の
た
め
の
施
掃
の
充
巽
に
取
り
組
む
間
際
障
害
者
年

で
ず
固
平
車
市
は
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
に
身
体
障
害
者
繕
祉
モ
デ
ル
都
市
の
指
定
を
受
け
、
公
共
施
認
の
改

器
内
、
各
聞
の
対
稿
、
啓
も
奇
活
動
を
仔
一
つ

τき
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
福
祉
社
会
づ
く
旦
に
つ
い
て
、
強
つ
か

の
話
題
を
取
D
あ
げ
γ
与
ま
し
だ

合
わ
せ
て
十
八
白
グ
ル
ー
プ
、
六
百
二

4
1
三
人
自
方
々
が
、
福
祉
会
揮
を
拠
点

と
し
て
止
出
動
さ
れ
て
お
E
ま
す
と
と
は

本
当
に
あ
り
が
た
い
己
と
と
、
部
菊
田

気
持
ぞ
設
し
た
い
も
の
で
す
。

福
祉
の
、
ー
心
ほ
、

ζ

う
い
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
だ
け
で
な
〈
、
地
塚
ぐ

る
み
由
広
が
り
が
期
時
付
さ
れ
ま
す
。
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い
う
願
で
あ
っ
た
が
、

と
は
な
い
」
が
四
九
割
も
あ
っ
た
e

性
別
で
み
る
と
、
男
は
閉
山
醤
館
M

五
仙
刷
、
学
校
e
校
庭
が
一
九
軒
、
目

館
が
一
七
割
と
な
っ
て
お
り
、
宮
山

民
館
が
一
番
で
ニ
ム
ハ
軒
、
図
書
館
山

一
一
一
軒
、
学
校
・
校
庭
が
一
七
則
市
と
出

て
い
る
。

今
皆
、
な
お
一
層
文
化
活
騒
を
時

に
す
る
た
め
に
力
者
入
れ
る
べ
き
乙
と

ほ
ど
め
質
問
に
、
「
文
化
活
動
に
制
用

で
き
る
小
さ
な
胞
設
を
作
る
」
が
一
エ
同
一

④

図

書

館

、

博

物

館

な

ど

申

文

化

施

ハ

一

議

〉

、

金

百

三

一

軒

)

、

岡

泊

り

が

け

で

旅

一

之

、

L
P
1

軒
、
「
ス
ポ
!
存
著
名
抽
選
ん

設
に
つ
い
て
は
「
満
足
し
て
い
る
」
ニ
崎
(
一
一
軒
)
と
違
潟
地
の
人
た
ち
が

f
治

f
L

に
T豆
、
が
ニ
八
車
、
「
文
化
活
動
の

七

割

、

「

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

満

足

」

不

満

を

表

明

し

て

い

る

。

あ

な

た

は

こ

れ

か

ら

の

生

活

の

中

で

な

ど

の

趣

味

秒

長

し

み

た

い

」

が

一

一

一

五

指

導

者

自

育

描

を

す

る

」

が

こ

六

軒

、

が
一
一
九
軒
、
「
不
様
」
は
七
割
と
少
な
⑤
広
場
内
、
公
図
、
?
?
棋
の
遊
び
場
に
ど
ん
な
ζ

と
に
重
き
を
賢
き
た
い
か
の
軒
、
「
野
球
、
テ
ニ
ス
な
ど
の
ス
ポ

l

「
施
議
由
佳
用
掛
金
を
軽
減
す
る
」
一
一

ぃ
。
つ
い
て
は
「
満
足
し
て
い
る
」
が
一
六
質
潤
に
対
し
、
「
寵
族
と
の
だ
ん
ら
ツ
を
し
た
い
」
が
一
一

δ
軒

と

多

か

っ

五

軒

、

「

ス

ポ

1
7の
グ
ル
ー
プ
活
動

市
民
の
み
な
さ
ん
に
混
在
の
住
宅
状
人
が
二
一
一
一
軒
あ
っ
た
。
地
区
間
別
に
み
る
と
、
満
足
し
て
い
る
剤
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
が
ん
い
が
六
八
軒
、
「
趣
味
に
う
ち
ζ
み

た

。

を

指

導

@

助

成

す

る

」

が

一

一

一

一

一

割

白

腐

混
や
市
営
住
宅
へ
の
入
居
希
望
な
ど
を
古
ら
に
、
持
ち
家
以
外
四
人
に
一

i
人
の
多
い
り
は
江
溺
〈
問
。
軒
〉
、
春
二
回
軒
、
「
ど
ち
ら
一
か
と
い
え
ば
不
自
升
を
高
め
る
」
が
三
八
軒
、
「
樹
き
そ
れ
で
は
、

ζ
の

一

年

間

に

ど

ん

な

で

あ

っ

た

。

調
査
し
た
。
一
一
阜
の
関
白
計
画
に
つ
い
て
荷
っ
た
と
田
野
〈
一
一
一
羽
軒
)
、
八
幡
〈
一
一
二
割
引
〉
稿
」
一
一
一
一
一
割
、
「
不
満
」
が
二
五
軒
も
が
い
の
あ
る
仕
事
を
す
る
」
一
一
一
回
軒
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
か
を
お
聞
き
す
る
と
市
に
対
し
て
意
見
や
要
望
、
不
満
が

ま
ず
持
ち
寵
を
謁
べ
て
み
る
と
六
七
乙
ろ
「
特
に
な
し
」
が
七
ニ
軒
と
皮
綴
で
、
反
対
に
T
1

満

の

多

い

白

は

土

沢

あ

る

。

「

ス

ポ

ー

ツ

で

拡

を

き

た

J

え
る
」
一
一
九
「
Y
ブ

ト

ポ

ー

ル

」

が

一

六

軒

、

「

野

あ

る

と

き

は

ど

ん

な

方

法

を

と

る

か

由

沼
崎
ベ
封
ぷ
諮
問
抗
日
ド
ト
諸
経
ト
河
内
自
治
会
表
加
入
。
。
%
町
一
時
廷
は
む
ず
一
訳
、
議
仁
一
一
己
持
ぷ
民
間
一
詩
吟

宅
六
割
」
「
県
営
ニ
m
営

の

住

宅

五

と

な

っ

て

い

る

。

乙

れ

を

年

代

郡

に

み

、

る

」

一

一

む

軒

と

続

い

て

い

る

。

が

主

な

痛

で

、

反

対

に

「

何

も

し

な

番

多

〈

三

九

軒

、

次

い

で

「

町

内

告

、

野
」
露
で
あ
っ
た
。
遺
訓
に
み
る
る
と
二
十
歳
代
で
は
「
富
民
間
喜

3
w
mは
捧

り

と

付

き

合

わ

な

し

誌

で

み

る

と

「

震

だ

ん

ら

ん

」

い

」

人

は

君

主

い

る

。

年

齢

別

に

自

治

会

を

通

じ

て

聞

き

か

け

る

」

が

一

一

一

と
持
ち
家
白
多
い
由
一
時
土
沢
(
八
九
寵
に
移
る
」
、
三
十
歳
代
で
は
「
軍
を
隣
主
近
所
と
目
付
き
合
い
に
ヨ
い
て
談
し
た
り
し
て
い
る
」
が
一
一
一
-
一
軒
、
は
興
が
六
三
軒
、
女
が
七
二
軒
と
最
も
み
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
人
は
一
一
十
四
割
、
「
市
控
訴
に
出
か
け
て
存
く
」

軒
〉
、
問
時
〈
八
八
訓
己
、
太
洋
(
八
建
て
る
」
、
四
十
歳
代
以
上
で
は
「
市
は
、
「
た
ま
に
は
立
ち
晶
障
で
ら
い
し
て
「
圏
闘
い
物
に
一
緒
に
行
っ
た
り
罰
の
合
多
〈
、
次
い
で
雨
明
は
「
聞
き
が
い
り
あ
歳
代
で
七
一
割
引
、
一
一
一
十
歳
代
で
五
七
は
二
向
日
制
で
あ
っ
た
。

四
都
)
で
号
、
少
な
い
り
は
神
田
、

i

I

l

l

i

-

-

i

i

社
会
活
動
の
中
等
兵
参
加
し
た
い

中

原

容

量

ぢ

と

意

外

に

も

域

高

額

綴

綴

贈

襲

議

鰻

襲

臨

機

融

緩

鍾

灘

聾

鶴

線

鶴

綴

議

議

醸

襲

髄

綴

襲

鶴

織

機

欝

瀦

鱗

聾

髄

醐

醗

襲

襲

撃

機

翻

翻

綴

醜

線

機

騒

線

機

線

路

畿

綴

罷

磯

緩

乙

と

は

由

質

閉

じ

で

、

「

趣

味

や

ス

〈

五

九

ぎ

で

あ

る

。

擁

線

機

噌

纏

『

殺

し

嗣

麟

癒

J

J
趨
「
開

d
ふ
酪
醐
噛
翻
劉
し
時
配
嗣
欝
ば
態
安
畿
轍

F
d臨
思

刊

は

崎

勝

間

線

開

感

醐

曹

漏

綴

醐

醐

ポ

i

ツ

な

ど

の

サ

ー

ク

ル

活

動

」

が

最

に
問
訪
問
心
的
自
主
購
事
轟
野
監
京
齢
期
信
鱗
鰯
鶏
鴇
競
輪
麟
門
的
Mvi卜
U

皆目立

た

と

三

、

「

撃

が

狭

い

」

富

八

機

緩

瀦

翻

綴

務

総

務

繕

灘

線

灘

鑓

線

鶴

綴

織

繍

繊

瀦

鰭

線

機

毅

襲

撃

綴

織

醐

欝

麟

騒

騒

騒

瀦

線

輔

鑓

議

機

鶴

鰯

鱒

線

機

織

鱗

錦

醐

綴

輔

藤

重

襲

撃

轟

鶴

綴

錦

鍛

鶴

鶴

立

一

軒

、

「

差

損

害

主

要

普

グ

警
最
も
多
〈
、
次
い
で
「
住
宅
が
古

;
:
j
I
l
i
-
-
I
l
l
i
t
-
-
j
i
l
i
l
i
-
-
j
i
-
-
j
i
l
l
i
i
i
j
i
l
-
-
z
B
z
i

ル
1
プ
な
ど
の
活
動
」
が
コ
一
割
で
あ

い
」
が
一
一
六
軒
、
「
家
賃
が
甘
聞
い
」
が
営
住
宅
L
申
し
込
む
」
が
そ
れ
ぞ
れ
厳
い
る
」
が
一
一
一
二
剤
、
「
道
で
会
え
ば
あ
っ
た
人
と
親
し
く
し
て
い
る
」
一
四
割
引
る
仕
事
」
が
四
O
軒

、

「

ス

ポ

ー

ツ

一

軒

、

四

十

譜

代

で

五

一

軒

、

五

十

満

代

っ

た

。

全

障

問

に

み

る

と

六

二

軒

の

人

一
一
回
宅
、
持
宗
務
は
な
し
と
い
う
も
多
く
、
義
的
な
菱
自
て
い
る
。
い
さ
つ
ぐ
ら
い
し
て
い
る
」
が
二
八
と
九
七
古
車
何
ら
か
の
付
き
合
い
「
趣
味
一
事
々
一
一
一
五
軒
と
続
い
て
い
で
二
九
剤
、
六
十
歳
代
で
一
事
と
な
同
き
が
、
向
ら
か
の
社
会
活
者
室
主

削

引

、

「

日

む

ろ

か

ら

助

け

あ

っ

た

り

相

ゃ

あ

い

さ

つ

を

行

っ

て

い

る

。

全

然

近

品

。

女

は

「

趣

味

」

が

四

一

軒

、

「

闘

っ

て

い

る

。

制

引

一

い

と

答

え

て

い

る

。の
い
一
自
問
探
謹
に
つ
い
て
は
、
一
自
黙
の

き

が

い

の

あ

る

基

」

一

一

八

苦

顕

で

道

、

一

年

聞

に

何

も

ス

ポ

!

喜

一

一

笠

宮

霊

薬

る

な

Eて
自
然
言

語

一

ヘ

し

な

か

っ

た

こ

千

九

対

日

三

十

四

人

(

全

鷹

山

一

陣
設
一
。
住
い
や
す
く
し
た
万
が
よ
い
」
が
一
一
一

喝

語

、

2
2自
由

時

聞

が

増

え

話

事

訓

)

に

、

富

喜

っ

た

と

ゆ

控

訴

、

「

白

震

設

は

た

し

か

に

奇

て
た
ら
ど
の
よ
う
に
過
む
ず
か
と
い
う
員

ιろ
「

時

間

に

余

裕

が

な

い

」

が

五

九

以

山

市

…

者
福
一
だ
が
、
生
活
の
梗
刺
さ
も
必
要
な
む
で

心
的
に
、
「
泊
D
が
け
の
旅
行
を
し
た
軒
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
年
齢
的
に

H
Hいけ」

あ
る
程
度
の
閲
覧
ほ
や
む
を
揮
な
い
」

制
い
」
が
最
も
多
く
五
四
軒
、
次
い
で
無
理
」
が
二
六
軒
、
「
開
討
が
ち
だ
か

四
「
テ
レ
ビ
キ
差
益
辞
し
た
り
の
ん
ら
」
一
五
吉
田
で
あ
っ
た
る
か
議
き
し
た
と
三
、
一
勤
務
先
駅
ま
で
」
は
喜
(
き
ぢ
、
産
官
一
九
剤
、
「
震
に
手
を
加
え
る
己

糊

宮

休

養

し

た

い

」

、

「

読

警

や

音

楽

)

長

室

主

主

ハ

妻

、

「

平

壕

一

夜

(

閉

会

、

江

鴎

〈

思

一

軒

)

で

あ

と

な

く

、

で

き

る

だ

け

主

童

話

ま
で
」
が
二
問
問
軒
、
「
バ
ス
停
ま
で
」
っ
た
。
存
し
た
方
一
が
よ
い
」
が
二
六
割
あ
る
。

桝
ヨ
転
撃
を
寺
4
7
7
/汐
が

認

で

あ

っ

ち

皇

軍

駐

車

場

宣

告

つ

い

て

新

額

折

り

込

み

酌

E
章

一

↑

き

も

す

J
0
0
0一
地

誌

に

き

と

「

勤

務

先

・

学

校

考

委

伺

っ

た

と

右

京

撃

之

さ

れ

て

ρ
る

ま
で
一
が
多
い
の
は
、
神
田
、
豊
田
む
で
あ
れ
ば
や
む
を
得
な
ど
が
五
一
軒

j
a
l
-
-
J

一

か

錦

町

阜

の

方

は

買

い

物

に

使

う

八

西

宮

、

中

原

(

八

一

ぎ

で

で

最

も

そ

次

い

で

「

有

棋

に

は

賛

広

報

ひ

ち

つ

か

の

新

開

折

り

込

ぷ

に

叩
自
転
車
を
持
っ
て
い
る
軍
は
八
七
軒
李
八
十
九
人
に
、
震
で
は
ど
ん
な
「
パ
ス
停
ま
さ
は
土
沢
(
一
一
-
一
言
〕
成
喜
な
い
匡
一
六
割
、
「
有
!
日
日
イ
ド
日
日

K
1「
ト
昨
日
ド

酬
で
、
持
っ
て
い
な
い
章
二
一
一
軒
あ
っ
と
き
に
利
用
す
る
か
冊
っ
た
と
こ
ろ
、
壁
、
金
田
(
荘
一
一
芝
、
「
平
壕
も
か
ま
わ
な
い
」
が
一
一
一
一
軒
争
犬
い
と
き
が
あ
る
」
事
「
め
っ
た
に
果

的

日

μ
行
時
悼
む
担
当
日
刊
訂
訪
日
制
一
番
多
い
盟
書
館
制
料
理
弓
計
百
私
立

tf十
時
十
日
間
以
内
向
日
注
目

u
u
f

趣
味
や
ス
ポ
i
ツ
も
し
た
い
は
日
時
刊
誌
持

紅
土
夜
。
一
一
一
一
軒
〉
、
神
田
、
浜
岳
、
金
次
に
、
自
転
車
を
「
通
勤
・
通
学
に
公
共
施
設
の
う
ち
、

ζ
由
一
年
間
で
た
と
乙
ろ
、
図
醤
蕗
が
二
四
割
、
公
民
い
」
と
「
そ
の
他
」
白
軍
は
、
折
り
込一

呂
、
江
鴎
、
八
幡
白
摘
で
あ
る
。
利
用
」
と
答
え
た
一
千
五
百
四
十
三
人
あ
な
た
め
制
局
し
た
も
の
が
あ
れ
ば
い
館
が
二
一
軒
、
学
校
e
根
抵
が
一
八
み
が
さ
れ
て
い
な
い
新
簡
を
と
っ
て
い

自
転
車
を
持
っ
て
い
る
と
畠
え
た
人
に
、
自
宅
か
ら
一
一
ど
ζ
ー
ま
で
自
転
車
に
疑
く
つ
で
も
あ
げ
て
ほ
し
い
と
お
聞
き
し
軒
、
グ
ラ
ン
ド
・
競
技
場
が
一

O
軒
と
る
家
庭
と
推
測
さ
れ
る
。

所
付
き
合
い
は
し
て
い
な
い
方
は
金
庫
臓
で
続
い
て
い
る
。

の

三

軒

で

あ

る

。

窃

冶

金

町

内

合

L
入
っ
て
い
る
人
五

自
治
会
昨
内
舎
に
入
っ
て
い
る
家
は
千
四
討
一
一
十
一
天
に
軍
畠
・
仔
事
に
ど

九
二
割
、
入
っ
て
い
な
い
軍
は
八
府
高
田
程
度
事
加
し
て
い
る
か
冊
っ
た
と
己

る
。
地
区
別
に
み
る
と
、
入
っ
て
い
る
る
、
「
い
つ
も
参
加
し
て
い
る
」
が
一

課
の
多
い
由
は
豊
田
百
軒
、
悶
崎
九
八
五
軒
と
少
な
く
、
「
と
き
ど
き
参
加
し

剤
、
金
問
、
旭
各
九
六
剤
師
摘
で
、
入
て
い
る
」
が
四
一
軒
、
「
め
っ
た
に
害

っ
て
い
な
い
の
は
、
八
幡
一
回
軒
、
金
加
し
な
い
」
「
全
〈
事
加
し
な
い
」
が

毘
、
文
洋
協
一
一
軒
、
江
陽
一

O
割
自
合
わ
せ
て
四
問
削
も
あ
る
。

ん
ら
ん
を

今
年
六
月
に
行
っ
た
間
結
五
十
六
度
住
民
実
態
調
査
の
結
田
町
が
と
由
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
。
今
回
の
謁
査
は
、
住
民
奉
車
台
展
の
中
か
ら
こ
土
鰐
凶
上

六
主
両
替
ま
で
の
男
女
を
対
象
に
、
無
作
為
に
描
出
し

ET五百
四
十
六
zaAL対
し
、
明
書
/
ン
ケ
1
ト
方
式
で
指
摘
む
だ
調
査
の
内
容
は
、

@
市
営
住
宅
に
つ
い
て
の
住
民
緩
畿
、
②
震
の
平
塚
巾
に
お
け
る
文
化
襲
、
③
広
報

2っ
か
り
薪
関
折

P去
に
よ
る
配
布
状
況
、
④
駅
周
辺

の
董
自
転
車
等
に
つ
い
て
の
一
一
一
十
一
項
目
で
、
審
建
五
千
八
苦
手
二
人
、
寝
苦
主
・
八
宅
あ
っ
た
。
回
答
者
差
齢
別
に
み
る
と

三
十
歳
代
が
一
一
一
O
軒
で
盟
も
吾
く
、
次
い
明
白
+
歳
代
の
一
一
一
一
一
軒
、
一
一
+
歳
代
田
一
一
一
軒
、
五
十
歳
代
の
一
六
軒
、
六
十
歳
代
の
一

O
射
で
あ
っ
た
。

v、

も
つ

3
9
V
 

C
Cで
は
、
市
民
の
あ
岳
ゆ
る
議
で
軒
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
構
足
」
が

の
文
化
議
識
と
沼
南
の
暮
ら
し
向
告
に
一
一
ω

七
軒
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不

つ
い
て
謁
査
し
た
。
満
」
が
一
(
)
軒
、
「
不
構
」
が
五
軒
あ

①
山
e
川
@
自
給
な
ど
由
廓
然
に
つ
っ
た
。

い
て
「
満
足
し
て
い
る
」
と
答
え
た
λ

「
満
足
し
て
い
る
」
老
母
代
別
に
み

は
二
八
軒
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
漏
る
と
、
六
十
揖
代
は
一
一
一
四
軒
で
者
〈
な

足
」
が
四
五
割
、
反
対
に
「
ど
ち
ら
か
る
に
つ
れ
て
少
な
く
な
り
、
一
一
十
揖
代

と
い
え
ば
末
機
」
が
一
一
回
明
、
「
不
で
は
一
五
割
と
大
腐
に
輯
っ
て
い
る
。

満
」
と
替
え
た
λ
が
七
割
で
あ
っ
た
。
③
自
治
会
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
白
地
域

地
民
部
L
み
る
と
「
満
足
し
て
い
活
動
に
つ
い
て
開
い
て
み
争
と
「
満
足

る
」
は
、
土
爽
(
五
個
軒
)
、
間
蹄
し
て
い
る
」
は
一
七
割
、
「
E
争
ら
か

〈
四
七
割
引
)
、
揖
島
、
金
百
回
〈
各
思
一
と
い
え
ば
満
足
」
が
二
九
射
で
、
「
ど

ぎ
が
臨
定
多
い
。
「
不
満
で
あ

7a
ち
ら
か
と
い
え
ば
京
曹
と
未
満
」

は
江
開
閉
〈
二
一
一
割
〉
、
八
惜
〈
一
一
が
一
五
割
、
「
わ
か
ら
な
い
」
が
回
O

軒
)
、
組
盟
国
凶
〈
一

O
軒
〉
が
多
か
っ
軒
も
品
品
。

た

)

「

措

定

し

て

い

る

」

在

車

代

別

に

み

①
次
に
祭
F
や
金
腕
目
、
地
域
の
行
る
と
六
十
揖
代
で
二
八
割
、
二
十
描
代

「
満
足
し
て
い
る
」
が
二
一
一
一
で
は
八
貯
と
大
き
く
捕
っ
て
い
る
。

慾議轍盤~蕊繍機織機麟鞠夜深夜明烈索開1 Gご三三ご三三三こヨし 一一一一一J
瀦昆している どちらかといえば満足どちらかといえば不満 不構である わからない
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築滋器議

市
民
組
制
談
室
お

i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
品

。
人
権
法
樟
相
談
(
ぬ
月
初
臼
〈
火
〉
、
日
月
2
自
〈
月
)

一

O
行
政
抽
出
槽
栂
談
F

日
時
〈
J
M時

一
三
般
法
樟
相
談
口
月
5
臼
〈
木
)
、
双
方
問
自
〈

6

一
予
約
制
問
(
電
話
で
も
可
)
、
刊
日
時
1
日即時

一
O
宅
地
盤
物
相
談

m
N百
円
幻

B
3
0
日
時
1
日四時

一

予

約

制

〈

電

話

で

も

可

)

}

O
一讃
E

国
栂
談
日
耳
目
ω
臼
(
金
〉
、
刊
日
時
5
M時

一

O
住
宅
福
談

m
R
m日
(
火
)
往
時
1
日間時

一
合
下
輔
取
引
巡
間
同
島
っ
せ
ん
結
談
山
月
活
習
〈
木
〉
万
世
吋
ぬ
分

一

i
M時

一
G
定
例
年
金
相
談
立
方
泣
臼
(
木
〉
却
時
1
日
時

一
〈
〉
一
融
市
浅
相
談
毎
週
月
水
木
金
議
行
、

9
時
1
間四時

一

O
消
費
生
活
相
談
毎
渥
金
瞳
呂
、
羽
時
itH時

一
O
韓
関
説
丹
東
特
許
相
談
ロ
月
9
5
〈
月
〉
ぬ
時
1
日
時

ご利用を
一
品
問
少
年
明
開
お
一
一
一
一
市
内
線
五
六

0

0
晋
少
年
相
談
毎
日
〈
9
時
l
町
四
時
お
分
)

た
だ
し
、
土
捜
自
は
な
時
ま
で

議

役

会

銭

お

i
一一一向一一一一一一一

。
心
配
ご
と
桶
談
毎
週
胃
月
曜
日
(
第
五
控
除
〈
〉
お
時
1
日
時

〈
〉
母
子
相
談
醇
週
月
1
金
蝿
B
9時
5
花
時
間
山
分

。
軍
縫
児
時
理
稔
談
毎
週
月
j
金
藤
田
9
時
i
v四時

や
高
齢
審
議
韓
相
談
毎
日
9
時
泊
分
1MW時

土
曜
自
は
ね
時
ま
で

巣
市
合
同
帽
相
談
ぬ
月
初
日
(
金
〉

日
時

i
m時

平
壇
駅
北
己
交
番
前
パ
ス
の
中
で
相
読
を
受
け
る
a



君 111114羽 〔こ主〉

午按1時30分から

。ところ 主異議公民館

第 1金議室

く〉紀意講演ニュースの轟賓

く〉講 師日本テレピニュ}ス

キャスター

福富遠民

誠入場は自由。お誘い合わせの

うえ、お気経にお出かけを，

明るい選挙推進大会

平壌市鳴るい選帯推進協議金

マ
九
月
七
白
か
ら
街
告
さ
れ
て
い
た
市
叫
堅
固
定
例
金
は
、
二
十
八
日
に
辛
官
訟
を
時
三
実
践
余
レ
。
ム

マ
セ
品
議
会
は
、
平
塩
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
曲
目
止
援
や
、
仮
称
総
合
ハ
ム
閣
の
基
宏
誼
寸
計
委
託
ム

マ
料
な
ど
を
喜
一
般
会
計
補
注
予
算
と
特
妨
害
警
予
算
、
工
事
請
負
契
約
な
ど
十
一
議
案
ム

マ
が
提
索
さ
れ
た
が
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
事
れ
た
。
ま
た
、
本
会
副
輔
の
串
岡
部
日
に
行

e

ム

マ
♂
政
要
員
の
人
事
案
件
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
病
院
事
業
金
計
の
決
算
の
認
宅
L
つ
e

ム

マ
い
ず
ほ
継
続
審
設
苫
な
っ
た
.

く〉と

ζ
由
通
知
曹
が
涌
か
な
い
購
告
は
、

育
委
員
会
学
務
議
〈
電
話
お
i
一一一

対
』
龍
者
は
、
昭
利
五
十
年
四
月
二
日
二
内
組
五
一
一
(
〕
〉
へ
む
連
轄
を
。
一
・
遜
知
書
は
、

分

分

分

分

分

分

骨

分

分

骨

分

分

分

分

分

5
0
0
崎
町
山
叩
H
A
U
M剖

D

D

M

山

切

羽

0

0

時
珊
加
器
摘
臓
器
腕
臓
器
鮒
臓
器
官
器
珊
臓
器
提

コ

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

3
3
3
〉

〉

〉

〉

臼
市
川
休
後
明
日
川
後
休
保
広
明
快
休
後
命
以
ぽ
伺
保
後
山
保
伏
栓
ぱ
後
山
保

輝
沼
臼
門
口
日
日
日
日
日
臼
臼
臼
臼
尽
白
日
回
日
目
白
白

B
呂

田

沼

呂

田

;
5
お
初
日
油
開
口

M
U
4
刊日刊
M
U
4
m
m
m
お

花

街

U
m
m
H
m
6
U
U
げ

4

翼
月
間
問
問
問
問
一
問
問
一
同
協
同
一
同
一
問
問
問
問
問
問
問
中
山
中
間
関
問
問
問
問

控

鋭

校

学

校

所
判
明
法
制
噌
議
立
法
判
明
護
法
制
慨
諸
説
明
間

場

劃

持

制

団

制

崎

駅

齢

制

問

劃

院

副

劇

側

臥

削

船

駅

制

問

恥

抗

駅

剛

判

出
嗣
港
松
窓
花
畑
地
大
中
豊
神
揖
純
金
土
古
罰
金
横
八
開
真
松
相
な
務
松
み

血
開
撒
棋

の
納
め
忘
れ
白
心
配
が
な
い
の
で
、
世

ひ
と
利
用
を
。

マ
取
扱
金
時
融
機
関

市
内
お
よ
び
芽
ヶ
崎
市
、
厚
木
市
、

薬剤師の募集…]名
o貰格学校教育法による大学の専門

課程在昭和57年 3月に卒業する見込み

由方で費格取揮見込みの方。

。申し込み 10月31日までに所定の田込

書(職員諜にある〉を職員諜人事時〈犠

諮23-1111肉親321)へ. 11月21日試験

入学児叢の健康診断

(アイクエオ頒〉

宵英幼稚豊富 33-2215 
大神喪皇幼稚園 54-3288 
大野幼稚閣 21-7302 
神B3幼稚蜜 55-0841 
黒部丘幼稚盟 31-1955 
さなだ幼稚慰 問一o∞1

さきとり幼稚留 54-3558 
湘謂桜ケ丘幼稚劉 31-2623 
構京学顔付高幼稚盤 58-8080
しらふじ幼稚麹 34-3237 
墜平幼稚箇 32-5775 
つくし幼稚歯 58-7035 
つるみね幼稚摺 22-2007 
道和幼稚醤 31-0595 
なでしι幼稚豊富 31-2471 
白鳥幼稚歯 32-7875 
花乃幼稚趨 32-0086 
花水幼稚園 31--5921 
東中原幼稚鐙 33-4849 
平岡幼稚劉 58-1188 
平誼紫苑幼稚歯 33-2320 
平壇二葉幼稚麗 31-0864 
平埋めぐみ幼稚盟 32-3422 
松風幼稚菌 22-0558 
美里幼稚箇 55-3830 

私立幼稚豊富一覧表

ー争掛川¥つ 1-:::');

P;草 Y31有な
怨当広報操広務碍纏鋸 23-1111 0閉め日)-"定調E汐

浅草芝日

朝時相談!式市役所1理査の11番目窓口で行っています



弘、

う

十
月
十
一
日
か
ら
二
十
B
ま
で
の
十
日
間
、
全
国
い
っ
せ
い
に
妨
犯
運
動
が
朽
わ
れ
て
い
る
a

今
年
の
回
議

は
、
「
空
雷
同
担
ね
ら
い
や
忍
び
込
み
な
ど
の
H

侵
入
犯
H

の
予
防
欝
成
」
「
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
H

乗
物

界
の
予
防
饗
戒
」
「
金
重
頑
強
盗
あ
予
防
護
」
の
一
一
一
つ
皇
官
、
防
泥
沼
署
強
学
J

る
。
み
な
古

ん
も
、
わ
が
家
の
紡
犯
、
幼
域
の
防
犯
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
見
習
し
、
犯
罪
の
な
い
弱
る
い
防
づ
く
り
に
協

力
し
て
い
事
指
~
き
た
い
。
な
お
、
十
月
二
十
八
日
(
京
)
午
後
一
時
か
ら
、
富
十
寛
小
学
校
で
「
軟
の
防
犯
翠

動
重
大
会
福
か
れ
る
ζ
主
人
な
っ
た
。
当
否
は
、
仕
組
功
労
者
等
の
表
彰
な
ど
白
ほ
か
、
禽
土
克
小
学

校
旧
制
宮
本
県
欝
音
楽
隊
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
‘
ふ
る
っ
て
む
参
一
加
を
。

眼
下
で
は
笠
宮
さ
巣
ね
ら
い
や
忍
び
込

み
な

E
Bド
ロ
ポ
ワ
が
、
昨
年
一
年
間

で
一
万
六
千
八
百
九
十
九
件
も
発
牛
じ

て
い
る
。
そ
の
被
害
議
は
十
蕊
摺
七
千

方
向
に
も
透
し
て
お
り
、
乙
れ
ら
披
露

の
原
因
は
、
「
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
」

「
閉
開
け
っ
放
し
」
「
施
錠
な
し
」
な

ど
、
戸
締
ま
り
在
し
て
い
な
い
場
合
に

多
く
み
ら
ふ
る
。

出
か
け
る
と
昔
、
寝
る
と
き
は
、
も

う
一
度
器
官

か
め
よ
う
。

に
よ
る
被
害
が
考
え
ら
一
れ
る
。

謹
白
中
で
一
番
火
殺
使
う
台
-
所
在
点

ん

横

し

、

地

建

に

よ

る

被

害

を

ぞ

い

止

め

泣

辛

フ

。

品

工

閣

時

簡

の

鐙

融

に

よ

り

ガ

ス

コ

y
ロ
等

師
地
緩
災
害
は
、
過
去
最
で
も
関
ら
お
〈
乙
と
が
大
切
で
君
。
が
移
動
し
、
可
燃
物
と
接
触
し
て
火
災

ん
か
な
よ
う
に
、
災
害
額
控
に
ひ
と
り
ひ
市
弓
L
は
、
す
で
に
百
一
ヰ
十
二
の
自
と
な
る
己
と
が
考
え
ら
れ
る
。
コ

y
ロ

抗
告
が
い
在
行
動
し
た

Eよ
っ
て
主
防
議
選
属
さ
れ
て
お
り
、
輯
台
布
、
コ

y
ロ
等

2幸

福

定

し

を
被
害
者
小
さ
く
も
し
、
大
夫
ぞ
も
し
て
櫨
的
に
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。
て
お
ζ
う。

コ

い

る

。

み

な

さ

ん

と

市

が

一

悼

と

な

っ

て

、

・

梅

類

は

、

コ

y
ロ
等
か
ら
離
し
て
お

使
ひ
と
り
ひ
と
り
の
活
動
石
大
切
で
あ
災
謡
に
捕
え
る
障
制
を
作
る
F↑
町
、
み
乙
う
。

前
る
が
、
そ
の
力
に
は
臨
界
が
あ
る
。
被
な
さ
ん
の
地
域
で
も
ぜ
ひ
自
主
防
災
組
・
明
き
ん
な
ど
は
、
揖
棉
器
や
コ
ン
ロ

火
害
の
拡
大
老
紡
止
し
、
救
援
歌
護
活
動
甑
を
結
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
等
白
退
く
に
は
償
訴
な
い
よ
う
に
し
よ

開
高
滑
に
行
う
に
は
、
地
域
住
展
望
菜
、
皇
襲
組
織
が
堅
議
ぅ
。

か
の
協
力
に
よ
る
温
軸
的
活
動
を
す
る
こ
資
材
者
品
購
入
ー
す
る
調
合
に
は
、
一
定
白
・
朝
や
戸
織
の
上
か
ら
品
物
が
落
ち
な

輯
と
が
必
姿
、
と
な
る
。
限
度
的
で
費
用
の
一
部
建
窮
す
る
制
い
よ
う
に
し
よ
ミ

の
し
た
が
っ
て
、
す
甘
」
に
紘
融
吉
抗
て
度
が
あ
る
。
む
制
同
空

0

・
刃
物
や
ガ
ラ
ス
製
品
目
澄
冨
場
所
に

持
い
る
自
治
会
・
釘
内
告
な
ど
を
ー
中
心
に
ら
1

子
三

-
T
d
p子
注
意
し
、
落
下
破
損
の
な
い
よ
フ
に
し

一
圏
域
紡
在
詳
し
い
方
々
と
と
も
に
自
議
欝

J
撃

N

ょ
っ
。

主
防
誕
額
融
を
つ
く
っ
て
い
た
戸
妻
、
-
令
長
正
一
腎
{
・
担
当
防
災
認
妨
災
桶
(
電
語
お
i

訓
練
を
積
み
重
ね
て
大
地
盤
に
摺
瓦
で
地
震
災
警
で
一
最
も
怖
い
白
は
、
火
災
一
一
一
一
内
綿
一
一
定
七
〕

つ

平
壇
青
雲
警
語
、
主
九
月
中
首
か
ら
本
年
度
第
一
一
国

い
ま
密
入
会
員
の
葬
携
を
し
て
い
自
の
新
ス
会
員
の
た
め
の
ア
カ
デ

る
。
会
員
の
賢
格
は
早
揖
'
大
ミ
ー
を
問
闘
将
U
て
い
る
の
で
、
書

洋
二
宮
に
住
居
ま
た
は
事
業
所
加
し
て
い
発
売
元
い
a

を
有
す
る
満
一
一
十
歳
以
上
限
十
歳
入
金
を
希
望
さ
抗
る
方
、
詳
レ

需
の
重
で
あ
れ
ば
、
患
だ
い
こ
と
義
D
一
た
い
ガ
は
、
事
務

で
も
入
金
主
き
る
。
も
ち
ろ
ん
投
開
周
到
i
六
四
七
四
ま
で
お
鴎
い
合

別
は
関
わ
な
い
。
考
人
女
性
の
方
わ
せ
を
。

は
大
歓
迎
。

調在、不詮無蝿局によるテレビ障害が多発

しているため10月 1日から31日までを電波障

害一掃月間と定めて、各種の活動を展開して

いる。 R

なお、

と処罰される。

神東打線電波障曹司防止協調合

電話 045-211-0732
NHK横摂放送局内

横揖市中区本田J1-4

ごみ集積所とは

とまみ集積所。立、一般家庭から排出される軍

用物を一時的に霊童〈所です。

童書奨上7がら排出された建設廃お持事壮、誼接

処理場へ蹴入ずるζ とになっています。

休日や夜間などみだbに捨てる紫藩を見た

人は、市役芳環境需生業務諜へ業者名争曜の

ナジパ}をi車報してください。

担当 調境輔さ金難事車線機綴23-1111内輯537

。翼罪 隠れ丹 1弱(縫〉 雨天中止

。集会場所平塚霊Rt討し所付近午前島善寺

oコース平銀ーノNE原一大雄山鶴本公盟議室主足 ~ .: 

柄陣足柄駅国府庫一平塚珪揖約12km ir; 
E約 4時間) Wtfj 

H注意事項也弁当、京筒、登山ぐっ、または運動くやっ

@ヨ~J車費は1310円 句、
Gr当日は平埋駅で大雄山関本までのキツ ! 

プを貰ってください~

③平壇帰重量は午後3時'4仕分守らいの予定

申申し込み輯望朝ま部宵諜捧胃係まで。禽誌でもよ

いo TEL31-3060 
締め切り lOJ'l248 (土コ



誰でも自由に筑j貯できるa 種目は軟式テニ

ス、パレー、パ Rミントン、卓球、パスケッ

ト。パドミ y トン、車障のラケット、シャト

ノレ、ポーノレは各自持参とする。

10fl268 (月〉午後 1 時~8a寺
11月9お〔月〉グ

。薬草 段 目、学生5年の部]

・第 1@] 11月15臼午前10時ス占ート

・欝2侶 1月24臼 タ

E小学生高年中学生白商11
・第 1@] 12月13日午前1併時ス丘一ト

島第2邸 2月21日 夕

く〉会 主義 f報潟湾岸公麹

く〉参加資格 ①京市十こ在住するノj学 5非主E

(11月は行事の祷儲で 9自白み鍔放)
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h..1鞘，輔君察際結3\-;-3糊，_， .l 仁秀明特静閉校育現，'0顎3};-;-'N69? ， ~λ.



市
民
白
木
§
市
誌
の
花
の
侯
補
と

な
っ
た
木
と
花
は
、
六
月
に
発
返
し
た

「
市
民
の
末
、
市
民
白
花
選
定
委
員

会
」
に
お
い
て
熱
心
に
按
討
が
重
ね
b

れ
、
下
記
也
大
種
類
が
決
定
さ
れ
た
。

ζ

自
慢
捕
木
と
韓
捕
花
の
選
考
に
あ

宅
た
っ
て
濃
芸
員
会
で
は
、
市
内
由
植

L

E

 

し
市
物
の
午
一
一
曙
調
査
の
結
果
や
小
出
学
校
を

わ
、
。
は
じ
め
積
回
樹
の
臨
栽
状
況
、
あ
る
い

き
で
を
は
市
が
措
定
し
て
い
る
保
全
樹
木
や
保

ふ

こ

募

亡
そ
応
金
高
明
林
の
ほ
か
、
他
南
町
の
選
定
経
過

M

o

ご
や
桔
黒
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
多
〈
白

引

ι山
、
ひ
種
類
白
申
か
ら
一
庭
菜
と
笠
間
花
白
選

す
レ
ド
ト
キ
定
が
行
わ
れ
た
。

撒

h

h

ま
た
、

C
自
慢
補
木
と
属
捕
花
町
議

ィ
ー
が
つ
考
を
進
め
て
い
〈
な
か
で
、

玲
花
な
①
平
塚
舟
象
徴
す
る
木
や
花
と
し

τ。

駒
位
以
さ
わ
し
い
も
の
か
。

市
T

恥
乙
②
蔀
土
町
一
植
物
と
し
て
親
し
み
と
愛
者

て
な
く
が
も
て
る
も
の
か
。

し
と
だ
③
牢
境
の
向
田
患
や
鼠
土
に
官
現
じ
て
い
る

念

祷

た

D
h
t

記

候

、

6
1

を

、

引

い

察

官

植

物

皇

掛

か

ら

み

て

と

5

年

て

ん

な

tuカー

蔚
い
、
選
⑤
平
壇
白
墜
史
品
、
文
化
な
ど
と
の
か
か

明

お

を

わ

り

A
百
い
は
ど
一
フ
か
。

口
紅
引
な
ど
の
占
開
設
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
昭

、
口
良
の
和
五
十
年
に
親
化
携
道
清
と
し
て
選
定

が
委
民
し
た
護
話
会
、
懇
話
だ
も
配
慮
し
て

る
定
市
決
定
さ
れ
て
い
る
。

w即

J

木

な

お

、

重

い

た

だ

い

た

霊

安

を
ジ
」
の
市
民
白
花
は
、
み
な
さ
ん
自
声
生
皮
映

年
ほ
間
関
さ
せ
な
が
ら
選
定
番
員
会
で
最
時
決
定

澗
の
市
し
、
来
年
四
市
政
層
住
且
十
間
同
年
者
記

5

こ

f
念
し
て
制
定
す
る
。

内
り
、
戸
り

か

り

か

⑨

応

募

方

法

て

な

中

し
に
の
市
民
自
末
、
市
民
の
花
の
髄
補
木
、

訴
と
花
韓
補
花
の
な
か
か
ら
一
人
一
世
田
官
製

劫

m
v」
シ
」

射
る
木
は
が
書
に
、
一
種
類
白
市
民
白
木
ま
た

鎖
す
た
は
市
民
の
花
の
名
称
を
い
ず
一
れ
か
一
つ

市
定
つ
記
入
し
て
、
住
所
、
民
名
、
年
齢
、
職

以
縦
な
葉
、
護
国
番
号
へ
軍
縮
ル
均
〉
を
記
入
の

け

t
u
H
Eえ
郵
送
す
る
。

凡

加

慨

す

応

章

一

T
矧
平
壇
市
韓
関
町
九
番

4
の
の
一
号
平
壇
市
役
所
都
市
整
備
部
八
九
回
幽
離

の

民

こ

地

譲

韓

政

時

年

市

軽
と
二
マ
応
募
費
格
平
境
市
に
陀
習
を
害
す

山
木
ハ
山
る
も
目
。

市

の

さ

マ

捕

め

切

D
H
U月
刊
日
〈
当
日
仏
間
印

塚

民

な

有

効

)

平

市

沌

守

護

昭

和

手

七

年

四

月

6

V

記
官
片
品
目
婚
百
五
決
定
さ
れ
た
前
提

の
木
、
市
民
由
花
に
隠
算
し
た
方
に
記

念
誌
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
応
募
者

が
多
数
役
場
合
に
は
、
抽
ぜ
ん
に
よ
白

記
念
品
贈
盛
者
を
決
定
す
る
。

ヤ
問
い
合
わ
せ
公
開
開
緑
地
譲
融
政
桶

(
霞
語

n
i
一
一
一
一
内
縄
問
二
五
〉

笥

ts、J
為
、

4宅
対

4
0
h語
、
ぜ
民
主
宅
サ
毛
、
会
マ
U
4
0
A唱
す
a
p
込奄
ω

小
害
義
~
円
形
の
時
掃
を
つ
け
る
震
の
低
木
で
、
枝
や
揮
が
い
っ
一
関
東
地
力
か
ら
西
南
む
地
域
に
多
い
常
緑
の
高
木
で
、
撞
脳
(
し

ぱ
い
に
茂
吉
の
で
、
生
け
均
や
庭
木
な
ど
に
よ
〈
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
ょ
う
の
う
〉
を
と
る
己
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
樹
木
で
あ
る
。
若

六
月
む
ろ
に
う
す
い
黄
色
の
小
さ
な
花
を
つ
け
る
が
あ
ま
り
巴
立
た
一
東
が
美
し
え
ま
作
点
目
形
が
雄
大
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
ト
広
範
囲
に
植

な
い
。
実
は
黒
〈
烈
し
、
小
鳥
が
好
ん
で
貴
べ
る
。
蝿
か
い
土
地
に
一
裁
さ
れ
、
特
に
補
社
や
お
寺
の
境
問
ど
大
木
が
多
勺
市
役
所
前
の

多
〈
は
へ
煙
害
品
、
日
陰
に
強
い
。
一
世
出
路
や
八
幡
神
社
に
み
む
と
な
並
木
と
林
が
見
ら
れ
る
。

中
市
川
原
麗
の
常
斑
の
小
高
木
で
盛
一
木
と
し
て
用
い
ら
れ
、
学
校
や

公
箇
な
ど
に
も
よ
く
植
え
ら
れ
て
い
る
。
晩
秋
に
は
葉
の
つ
け
ね
に

小
さ
な
花
が
群
が
る
よ
ー
つ
に
咲
き
、
甘
い
雷

D
ぞ
辺
り
に
事
~
よ
わ

せ
る
。
花
白
色
は
だ
い
だ
い
色
の
き
ん
も
く
せ
い
と
白
い
色
の
タ
γ
ん

も
く
せ
い
が
あ
星
。

照
治
白
宋
C
る
L
渡
突
し
た

観
費
用
の
花
。
外
国
で
品
種
改
良
が
進
み
、
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な

さ
ま
ざ
ま
な
色
の
品
種
が
作
り
出
さ
れ
て
垂
て
い
る
。

ζ
白
花
は
、

夏
の
花
壕
ぞ
い
ろ
と
喜
代
表
的
な
花
の
一
っ
と
L
て
骨
量
害
れ
て
お

b
、
重
か
ら
娩
秋
に
か
け
て
次
々
に
紅
黄
色
の
大
輪
浄
品
開
筏
ず
る
司

山
や
野
湾
L
は
え
る
多
年
草
で
夏
か
ら
駄
に
か
け
ピ
ン
ク
色
町
若

し
い
花
を
映
か
せ
る
。
花
井
は
五
枚
、
先
は
品
の
よ
ヨ
に
切
れ
乙
ん

で
お
D
、
「
受
斜
白
記
」
に
も
の
っ
て
い
る
。
近
年
、
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
い
が
、
土
爽
方
面
の
丘
磁
地
で
、
道
ば
た
や
土
手
で
時
お
D

見
か
け
る
ζ

と
が
あ
b
、
心
白
安

r呈季
語
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

代
畏
約
な
観
費
用
白
花
木
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
古
〈
か
ら

品
種
改
良
が
試
み
ら
れ
作
結
果
、
絞
首
白
品
種
が
作
P
出
菩
ぷ
刷
、
庭

先
や
屡
内
で
舎
E
E
Dの
表
υ
さ
を
競
っ
て
い
る
。
市
内
で
は
、

施
長
国
議
農
家
に
よ
る
鵡
議
議
培
が
盛
ん
で
、
近
在
の
市
場
を
は
じ

め
、
京
撰
地
方
に
出
荷
さ
れ
、
全
国
的
に
も
名
声
在
容
レ
て
い
る
。

兆
ア
メ
D
カ
鼠
援
の
一
年
草
引
品
野
田
い
大
き
な
丸
い
花
ば
、
代
賓

的
な
衰
の
花
と
し
て
ほ
〈
親
し
ま
れ
て
い
る
。
小
学
校
の
翠
斜
の
教

討
と
F
Mて
も
よ
〈
利
用
吉
抗
て
い
る
。
実
は
油
を
し
ぼ
D
、
食
用
と

す
る
ζ

と
が
あ
る
。
ま
た
、
小
鳥
な
ど
が
と
の
実
を
よ
ぐ
野
ん
主
食

べ
る
。

か
つ
て
、
本
市
周
辺
り
丘
陵
地
帯
を
広
〈
覆
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
摺
木
の
一
つ
で
、
常
緑
の
高
木
樹
で
あ
る

B

市
内
で
は

そ
の
名
措
主
市
す
よ
う
に
、
山
ず
そ
の
社
寺
に
は
、
し
い
の
昌
か
多

く
こ
ん
も
り
と
茂
っ
十
横
揺
を
み
せ
て
い
る
。
五
万
に
は
せ
い
番
D

の
す
る
花
が
映
者
、
駄
に
は
か
た
い
察
が
な
哲
貴
べ
ら
れ
る
。

問
時
時
白
砂
丘
更
は
う
多
年
草
で
大
告
に
砧
ピ
ン
ク
の
花
ば
、
初
甘
且
D

F辺
若
美
し
く
い
ろ
ど
封
、
砂
浜
を
散
揖
ず
る
人
々
の
白
を
な
と
ま

せ

τ
一
く
れ
る
。
平
山
棋
の
棋
辺
で
は
、
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
い

た
事
と
C
ろ
に
見
ら
れ
、
藤
辺
の
躍
し
い
気
候
に
漏
え
る
た
よ
出
の
つ

や
や
か
な
丸
い
襲
も
愛
ら
レ
い
。

はまひるがお
〈ひるがお斜〉

むく iず
〈あおい斜〉

別
名
を
ハ
チ
ス
と
も
い
い
中
間
関
か
ら
フ
ペ
ン
ド
に
か
け
て
町
一
帯
が

原
産
地
官
、
よ
〈
庭
園
や
佐
官
U
据
疋
植
え
ら
れ
て
い
る
。
車
か
ら
駄

に
か
け
て
大
き
な
活
語
、
次
々
に
咲
が
せ
て
楽
じ
ま
せ
ず
守
れ
る
。

ζ
の
花
の
品
百
九
は
、
摺
色
や
白
い
色
な
P
品
川
あ
草
。

発効のコツiまコツコツ積む貯蓄

つρ忘れたりして遅れる乙とのないよ

うに、納税貯蓄組合に加入しよう。 〆

句

、

2
0
川

、
〉
，

完納で総合箆iまえびす護軍

組合には、補助噛や報奨金が受付され

ます。

混在豆、平塚市には 298の組合があり、

ぬ 126人の方々が加入寄れている。

-詳しくは、平車市線認jS部収納謹務内税奨

励係へお問い合わせを。

TEL 23-1111 肉親2110

よ
￠雷按~重量豊富材料などはとHさない

宅地内申庖内に整漉して重量いていただき

韮醤曜はJEし〈使って〈ださい。

②商品串包装がらを出さない

揖道にはみ出していると、会長行者の遂行

に受章撃をきたす自で持をつけて下さい。

美化的弱からも鶴題があ!lます。

③建築工事などT占用するとさき

事前に警察と市復骨子に苧続きをと担、許

可を揮てから行って下さい.

Gむ露草木中生け纏由)(lJ哲込みを

緩京中主主け寝IJ'のびて受宝章の見還しを懇

くしているとζ ろがあDます。大量な事

故白原混となるので、六1j!J込み聖励行し

て下さいa

総議室畢綾蜜護憲察



布告IJh富千三50湾空宇を記念して、郷土の誇りとなるような景勝地をおIJlEするため、平草霊祭勝(八選〉を募集するこ

とになり、このほど平塚景勝選定委員会が、その選定の対象となる参考候補地を決めた。そこで、市民のみなさ

んにこの候補地のなかから、平塚景勝〈八選〉を選ん で い た だ く こ と に な っ た の で 、 ふ る っ て ご 応 募 を 。

iYi;ijfifiiiEii:1ijii;者Fijiqjiif!ij!?i;ji;jiiii
三塁 2355522H2な方て言 語をと zff問霊訪問主古思考まZ 長重量3;法号室勝 22 穴 に 2Eらい、 3hやわりーそコyu事

ziii界有毒iiiii;iiiiiijjii ffH3!i i i向島長ii

と松林が続く自然のままの紫朴な滋開。

の朝日と箱根連山に沈む夕日が莞しい。投げつ

りや地弓隅も人気がある。

相槙1111可口一帯は、ちょうどI相ぞ恩わせるよう

うな広々とした湘南唯一の京都地帯。漁船やつ

り船、ヨットの出入りする海の控討ちとレジャ}

基地。

桜ゃアジサイ、ハギなど四苧折々の花木に閉ま

れた八幡山公障は、戸J書官白森とともに中，(A葺

のオアシス。夜はA'盤宮のほんぼりも糞しい。

花水111堤には全長13，4加の臼本最初のサイタy

ング専用コースiJl.定る。普は桜並木、重火はスス

キの穂波が美しい。水辺には白童書が舞う。

八重眼前にある公題。自耳治の情家村井弦斎の住

居跡、文学碑もある。初主主のころ、アジサイ~l.

咲き、公務は緯一色となる。

神Jif橋から200m:ほど下流に田村の渡し場町，o
大きな碑が建っている。広々として向辺には白

鷺も舞い、錦絵にもす畠かれたように大山が望め

る。

四之宮前鳥神なの境内は、桜やけやきの大樹、

哲の若木が多く、古社らしい轟厳さを探ってい

る。春雨の境内の静寂さは印象的。

市内各地区に古くから伝わる郷土を能

者一主主に集めて、ひらつか民維持芸能去っ

l'J者関心

く〉と き

く〉ところ

11月813(霞〉

1詐汚30分開場

務長官Zンター

5響 の キ寺 徴

吉沢から南金自にかけての南金宮台地は、かん

のん君主沿いに執はすずきー留の高原となる。

土屡宗濠居館牡白大乗腕閣辺は丘の木立、問題

風景、家々のただずまいに中世の廃史的，患吹き

を伝えている。

植物盟約公昌吉とも雷われる援活山A在留は、掘や

桜の花見で人気がある。近〈吃標高 182mの七

国峠は、甲斐、駿河、伊豆、相模、安房、上輪、武

蔵白七閣が一望できるすばらしい景観で晶る。

市最西お端の台地。大山、丹沢のパノラマがす

ばらしい。初夏、つつじゃ9:ノドヲの花が美し

〈咲〈。

下吉沢a 急な長い石段を登!?きった松岩寺山門

か創立、市街地そして速く江田島、三浦半島田

銚E葺が絵のようである。

中沢橋1J>G酔覚寺どE横目に約15分で中吉沢の地
に出る。 ζの上流約15分にζ¢霧降担白憶があ
る。数簡の大きい岩カl1重な!?、水量置の多い時刊は
高さ約12mの所からまるで霧のように流れ散る
のでと白名iJj生まれた。

南E畏から纏、公所へ寝る道は鎌窟大縄と呼ばれ

た吉選。頼朝もふDかえったというほど富士が

やさしく糞し〈望め、潤屈は田園風景が展開。

いま平塚干舎には155クラブ9，200入の{中跨

が密主豹な学習活動、レクリヱーシ弱ン安行

ったり、

あなたも老人ウラブに加入しよう。

く〉老人クラブの活動 ①学溜、教警持圭動

@鑓康擢縫活動③レク]).;t;-ション

@地域社虫と佼克流活動。

。入金由方法的歳以上のかたならどなたでも入告

できるので、お近〈田老人クラブの金授さんに申し

込んでいたた昔たい身詳しい巴とは、華説止霊童老人種

祇係 E建主23-1111肉親220)べ.



マ
お
芸
名
豊
か
な
経
験
と
震
を
社
会
に
役
立
て
、
同
時
に
そ
君
主
選
奪
回
雪
量
一
が
い
貢
い
だ
し
て
い
た
さ

2
、

産

八

ム

マ
ι

泡
L
義
足
し
た
平
塚
市
生
菩
か
い
事
業
開
も
、
早
一
昨
学
経
過
し
て
い
る
。
と
し
れ
ま
で
、
会
員
に
な
ら
れ
た
お
年
寄
り
v

の
万
々
の
苦
力
と
、
市
民
自
ム

マ
み
な
宰
ん
の
む
協
力
に
よ
宅
事
業
団
の
仕
事
も
、
当
初
予
想
し
お
f以
上
吃
騒
謂
に
の
び

τ苦
て
い
る
。
そ
ζ
で
、
選
古
一
年
関
白
業
績
な
ど
を
紹
ム

マ
介
す
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
む
団
解
と
む
協
力
者
お
願
い
し
た
い
。

昨
年
四
八
月
、
事
護
団
が
発
廷
す
z

に
あ
た
り
、
市
内
の
者
人
ク
ラ
ブ
な
げ

に
勘
き
か
け
て
、
ニ
苔
入
ほ
ど
め
お
阻

寄
り
が
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。

築金の目標額は、 3年間で2億円。基金か

ための福祉事業の広い範臣習に使用されている。

あなたの著書潜在社会福怯遣基金へ

平壌市社告書華社協議金 管霊緩33-1377

平壇市福祉部保滋韓潜結23-1111

き 10月25認〈臼〉

午後 1時30分~

。ところ 市渓センターホーI~

陸軍ブ釘ゲラム

・合唱「祈 i火をともしましょうJ江南高校

・福役ニュース「社袋詰甚税基金の設置、東部

者富社会館〈仮称〉の建設等j

・身障エチケット

・私たちのポラνティプ活動〈宣告耳ク台高校つ

-パラモ}ドショク〈陣容をもっ人のための服装

研究〉

'.‘認識之

事
業
窃
の
し
く
み
を
ひ
と
ζ

と
臼
体
等
か
ら
…
引
き
受
け
、
会
員
の

で
い
う
と
、
市
円
安
ハ
十
歳
以
上
希
望
と
経
験
・
技
能
に
管
互

の
道
警
が
襲
逼
〈
と
と
彦
副
割
り
振
の
、
働
い
や
』
回
数
、

に
よ
b
、
生
蓄
が
い
を
ま
め
た
い
時
簡
な
E
に
応
じ
て
位
税
先
か
ら

と
い
主
方
々
を
品
川
象
に
、
金
員
に
い
+
拾
い
か
賞
金
L
担
当
す
る
幅
削

な
っ
て
い
義
~
い
て
い
る
。
そ
し
(
配
分
舎
を
F一
努
ず
る
と
い
う

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
年
寄
U
に
向
も
の
。

ど
仕
事
を
一
般
家
庭
と
か
、
会
社

ら生み出された利子は地域福祉活動を進める



山
号
母
で
二
十
二
日
間
活
を
迎
え
J
Q
平
理
市
産
業
ま
つ
D
は
、
見
附
台
保
育
館
を
ム
財
務
に
十
一
月
寸
一
四
日
か

川

b
十
六
呂
ま
ぜ
の
一
一
一
白
濁
に
わ
た
っ
て
潟
…
か
れ
る
ζ

と
に
な
っ
た
。
毎
埠
人
気
白
あ
る
み
つ
け
市
や
農
水

…
襲
の
震
の
ほ
か
、
も
ち
つ
き
妻
、
米
だ
ん
む
の
費
配
布
室
、
容
ざ
さ
ん
の
行
事
車
問
幽

…
し
て
い
る
。
ま
ぺ
議
選
、
歌
の
一
需
月
間
四
警
で
あ
る
植
木
市
も
関
か
れ
る
ζ

と
に
な
っ
て
お

州
宍
大
勢
の
人
出
が
?
怨
吉
れ
る
。
み
な
事
ん
も
、
む
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
弓

由
臨
諜
ま
つ

b
は
、
平
塚
市
由
護
蝉
の
勤
労
感
謝
の
日
に
は
、
市
民
セ

y
タ
一
こ
と
に
な
っ
た
。

療
を
懸
る
た
め
、
毎
年
、
関
時
四
世

l
で
勤
労
感
謝
の
つ
ど
い
を
催
し
、
謹
一
マ
ポ
ン
ハ
ぜ
製
造
唱
菌

行
事
聖
総
合
穏
L

開
催
し
て
い
る
。
訴
持
者
な
ど
を
置
草
す
る
。
一
切
れ
月
H
H口
、
日
日
詩
碑
5
お
時

こ
れ
は
、
撲
し
物
で
は
、
今
年
も
米
消
費
拡
大
一
マ
米
だ
ん
な
無
軒
甑
布

米
一
・
日
月
H
日
、
訪
日
目
時
1
お
時

円

v
も
ち
つ
き
大
会

a
n
H羽
田
均
時
5
日日時

とき 10月30日

ところ保健ゼンター
中泉34-17 禽話34-D311

※受付 宮時3自分-11時、 13時-15時

鍵康診額一一一一~一一~一~~-ーマ
j.コンピューターはる悼力診断 i 
-循環器検診て血EEnw;定・飯横資)

-胸部レジトゲン j 

p 幼児歯耕C3C日 1 殻~> 2歳、31日 3歳)( 

i蹴検査(18緩 -49歳女子)

須賀公民館

大神寄木神社

松原公!3C11宮

田村八坂神社

金自公E技官

横内公民館

諏訪町会館

才芭オてゴí~B話器

平壇保健所

宰釘7月見町公園

大野公民主官

金田公民館

ハ3書公民ま宮

明石町公歯

中原公民館

徳 E韮神社

なでしζ 会館

平壇楳健所

10月 15日
16日
17f3 
198 
208 
21日

22日
23日
248 
26日

27自

28日
29日

11月 2日

48 
58 
6日
7日 十

月
二
十
四
日
〈
土
)
午
前

一
十
一
一
時
ま
で

教
青
会
館

十
月
二
十
日
ま
で
に
、

、
ま
た
は
屯
語
で
ハ
ム
間
繰

(
電
話
幻
一
一
〕
一
円

へ
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き

く〉会期 11月1El ~158 

O会場 八事霊山公関

・翻入 10Jl30白、 31日
・第 1次審査 11月 2日盆聾、

切花、好躍

'第2次審査 11月 9日第2次

切花、福助作b
-搬出 11月 16日、 178

E重量投柁]

主主聾草曙佳節、秀繍清水第1

切花一大芳満山、清水薦人第

2切花--[宣華':1i入、玉穂の白品

斑今母は紅谷町駐車場tJ'工事中

のため八幡山公慰で関〈

主皇当 市高工課観光蝿

テーマ わたくしたちのまち郷土平塚の

身近な風景や観光行事の写生作

品で未発表の作品

・精帯平周辺、湖南潮来、平塚海揮、才志水

111、七夕まつ担、産業まつ白、農対風景、

史跡等

。サイズ 4Y切 D以上

。締め切羽 10月31臼

。申し込み平塩市輯光協金仁平254平塚市浅間1llJ9
-1)または市内務主主異留組合方自鰻底

①応事作品には、注J'3号、s;名、学根
名、学年を疋耳葬祭に記入して務付する。②庄議作品

は返却しない。@ク1レオジ、パス、水彩、治結それ

ぞれなんでも応募で吉る。

希
望
さ
れ
る
方
公
開
幽
緑
地
謀
へ

立愛犬苧帳を持孝参ずる。犬が荷気の

場合立、あらカミじめ田し出る。

②登録がすんでいる場合は1.60日向

登録がすんでいない埼合3，∞uf'l

生活関連物資価格調査
消費生活モニタ匂犯人による 9月の平均価格です

自|盟 格|小売l苫 lスーパー

~一一~ー~絡め切む!ま綴fll0母一一~一一一
市営住宅の入居募集は、銭月10日に締め切って

いる。申し込んでお〈と、あき家7うす生巳たときに、

そ¢沼地の希望者の中から月直子者が決定吉れる。

あき家戸数よ!J多い場合は描せんとなるe

。封書喪主主地問忠万回貝塚、 a対櫨竹

。鶴取自 1種 6長塾、 3畳、台所、風呂、便所

• 2噛 4.5塁、 3盤、台所、風呂、便所

o鷺格 ①市民となって1年以上雇主越しているζ と

命夫婦または親子在主悼とした家族(llJ探準世帯

く夫掃と子供2人〉で年収3，日75，000円以下である
ζ と。

出老人、身時障害害者宅手〕定の条件下の単塁手吾で借

家住まいの方にも申し込みがで量る。

。律事い合わせ 市議鑑擦住宅部費量霊苦23--111l
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<>10月25臼〈悶〉
'111輔大企 11時-17時撰蕃公民館。10月31罰(土〕

・民 lIll 13時-15時市跨セジタ」

・員一舞 15時 -17時 ク

く>11月1日〔羽〉

-謡曲大企 9時-17時 間欝 館

・邦 諜 1世帯-12時間民セYタ}

・茶 道 10時 -16時光円寺

・子供音謹 13時-15時 市 民 セYター

・音楽間好会 15時~郊時 ク

・青年音楽 18時-20時 9 

<>11毘3臼〈火〉

・俳句大企 9時-17時撰議公民館

・短歌大会お時-16時 ク

・洋 舞 1出時-12時 市 民 セ ジ タ }

'酎誇舞、琵督、詩吟

13時-18時市民セン虫ー

く>11月何回〔土〉
・4、型映間企 18時-21時教育金鰐

一一一展 示 物一日~

<>11月1臼(箆)~11 耳 3 認(火〉

金揖晃罰す台部靖館 9時 -16時30分
・糞輔、写真、盤、愛蔵品、錬意彫

・銑選槙製、公民館、市民大学コーナ}

・人培、ア}トフラ?…、艇長量

(1白、 3日翼演〉

.第2闇市民なんでも手作担展

<>10月31箆 (ニ主)~11 }j 3S (火〉
・委総U震構盤ヂパ}ト

<>とき 10月258(沼) 8時30分~

Oところ有楽座電話22→0487

。狭商事基夜中の招待状

提輯金は大人、小人とも 2∞円

川小説文学111111111111111111111111111111111111111

七つの恋の物語 渡辺揮ー

費あるもの 上・下 栗本譜

男友たちの部盤 佐藤愛子

あやかし 山田正紀

犬之官銅う静 多岐111恭
ヲノレY 重兼芳子

鳥のように獣のように 中上健次

大西岸戦争上・下

レオンス・ベイヤーノレ

酔いどれ紀行 山口鶴

随筆・人生座談 藤沢痘夫

孫子 海音寺朝五郎

犯罪ノート 加費乙彦

ダラス ~-・レインy~ 一
変調二人羽織 選古来忠和彦

大岩援 瓜生卓造

JIlI家庭・生活!日l!llIlIl!IIIII1!IIIII!l!IIIIIIIIIII.

オシッコ健康診断法 藤井麗努

冠婚葬祭表書きお手本築平開幕雲

家臨白本 斎藤茂太

も5ーヨの住まい学 索開仁

三}ロァパ・クイYの旅岩野貞雄

日"社金制学・その他I!IIIIIHI!I!IIIIIIIII日

現行切手武芸結 泊辺猛

米軍機墜務事故 間口栄二

揖説はどこへ 岩見隆夫

矩形の銃銀 色111大吉

晶社の論理・社員四論理境問丸男

ドイYとの対話 伊藤光彦

江戸田まんが 清水嵩

ラスト・ファイト 沢木耕太郎

日航揖酷物語 盟主事故秀

三精雄一郎の重量験教育 三I常雄一部

く9月22臼混在購入したも白〉

食博物館 干254浅鶴岡T12-41費量緩33-5111

会重量街教護「シJI-クスクザーンJ
ーもら。てうれしい亭づく担液路一

カァティング苦告による備投を生かした思い

どおbの作品がつくれるノクハウカ明につ〈

版協教室。甲車電状、ク1)スマメカードなどを

つ〈る。申し込みは鰭謡かむ来館を。

・耳耳臼 11月10日-12月15呂 Cf1:詰股火繭呂〉
・時間 18時 30分-20時30分
，持番参ずるもの カタターナイフ、定調帯

・費用材軒費興費負箆

・対象 曹 年20.人〈初心唱に限る〉

会ファミワーブヱスティパ)~

一子供!こ曹と轄襲と軍事ぴ畳一

見ょう、関ζ う、静加しよう。入混然硝な

ので、聾議おそろいでおでかけも

・内容 人毘多量輯のつどい、音楽演揖晶、マイ

コジ大会、ゲーム大岳、模綴唐など

・期日 11月15日 CB)1世帯-16時
合体重官図 録滋月曜日、 11月 4B (水〉
合冊少年金鍍

，1 

'"、Q /) 

思一宮スヰ一一嘉勢ι二
*体験学留「巣箱を作ろう」

シクュクカラF司自巣箱を製作し、 4体みに

高理事山にかける宇定。孝彦;加希望者は11月初日

までに往復はがきで捧牧館へ申し込みを。

ただし、ノj吟時究3年以下は保護者向伴。

・耳耳目 11月29日 〈臼コ

*童書61]苦潟商工芸家協会緩

務器等ぎ各地壇に在住し、工芸美術の謹IJ/F活動

をしている金員50名の作品者燦努iずる。また

期間中に翼演、講演会者間〈。

。展示 11月12日〈木)-11月22日 CB)
。揖輔の翼賀 11月14目、 15日、 21日、 22B
0講演会「現刊の工芸者考える」

・期呂 11月15日 E日コ 14時
・議節 目展審宝草島オ点酷太郎民@寺金家〉

小田原こE皇室協会会長 在正義もといE五C染 色

家〉

-務部子ども調査研究所員華清喜次郎民

合体韓日 毎週月曜日、月末、 11月 3日、特

日j整理郷聞く10月 6臼-10月1913)
会留望書館 干254浅間町12-411電結31-0415

*墨を見る会「秋の震度をさがそうJ
駄の夜援に見られる星陵音吉t)lナ。委参加自

由。当日は耕学教室へお集まりを。

・際認 10月24Bζ士)1官時'-19時

会議然観察会「秋の窃然をたずねてj

世沢丘陵の泊費や鉱物、駄の植物などを観

察する。響調希望者法11J'l5Bまでに往復は

がきで博鞭燐へ申し込みをo C雨天中止〉

・草耳目 11月15日 CB) 9時 -17時

本との出会い ゆたかな人生

観塾通問 10月27臼-11月913

会映歯会(新事寄っィ)~ム〕

・耳耳目 11月 8日 〈日)1α帯、 14時
「炎よ創れj社会教育狭E冨カラ-34分
「連主克寺Jカラ」人形アニメ19分

記号こども耳央官盟会

・斜陽 11月15日〈臼)10後、 14時
「銀河鉄選 999Jカラーアニメ25分
「おれは銑兵Jカラースポ-yアニメ泊分

会講座こどもと銃著書

• 11J'l10臼 〈火)1日時-12時
かた、おはなしのしかた」

• llJ'l17日〈火)1α時 -12時 「紙芝居、ス

ライドなどを使った翼凌演習J

・講街県立溜醤熔 fほんとおはなしとども

きゃらばんj担当者

・申し込み向日とも10月20日〈火〉よb受

け付ける@燈話、または己ども室へ。

*~講演会 f子どもと漫遜j
・主持尽 11月14日 〈土)14時-16時

「えほんのみ



盤対象満3か月を経過して4横宋

満 でBCG接 聞 を 1回も受けてい

ない乳幼児。

E富ツベルクリン接種

3Jl3日 福祉会議宮、健保全館、

同中央農協土沢支所

.c， 10日 大野公民望宮、横内団地軍

会場、国豊田公民館

~ 17日 時健センタ}、旭公民館

圏判定・ BCG接種

3月 5日 福祉会館、健開会館

》夜中央農協土沢支所

ク 12日 大野公民館、横内陸地集

金場、県豊閏公民館

ク 19日 保健センタ」、加公民館

α也の拙底は来年9月¢予定〉

個人通知はいたしません。みやすいところへおはりください

φ予防接種iこ必要喜なもの 令受けられない人
⑦母子健康苧摂〈転入した人は旧住所で使

摘していた母子健康苧穫をお持ちくださ

い。〉

①予防接種を受けて1週間たっていない人e

eはしか、 BCG、種痘、小児マヒ生ヲクナ

ノJ骨噌入学前6か月のジフチDアは、 E詫在

中止されていまナ。

痘そう〈種主主コは、現空中止されています

予防接種に欝ナるお問い合おせは午前中に。
ンは、 liJ>月の間障害をおいて〈ださい。

宮〉関診察 (ζの累は&、ず家で記入して体温

在郷定してきでください。〉

③その他、有需犠者、けいれん世主体質など窓

部に止められている人。

市健康諜 電 話 (23)1111内鮪 259
骨鍵センター 鷺話 (34コ0311

豊富対象 接種当日に縞12か月を経過

して72か月未満の幼児。生後18か月

か ら36か月の閣に受けるのが一番よ

し、9

闇接種方法弱業医・病院で年間 C
7・8月を除く〉をさi車じて接種でき

る。接種目は臣室前と c:相談を。原貝IJ

として主治区で受ける。

翻料金無料

盟持事ずるもの 母子健康手帳、保

険萩

警;今喝喜
覇軍第 1;期 3組受ける

・対象 2謹(24か月〉から 4歳 (48
か月〉までの幼児。なお、接種間隣

は 2回 3包とも 3週間iJ'b8適時。

圏第2期 1密受ける

・対象第 1期の 3回目iJ'終わって

か ら 1年以上 l年 6か月以内の期習

に受ける。なお、第1期を早めに受

けて、第2期もなるべ<4歳までに

終了するようにしていただきたい。

[10月1
27日 楢社会館、健保全館、民中央

農協ゴ二沢支所

28日 大野公民館、旭公巨草間宮、民登

回公民館

29臼 探鍵セYタ一、横内団地集会

場

1:"¥7'17¥7日マ
ン申時金、 B
タし問調 9程

へみ午揮、 10
0 控健 16月

l セ日 19
時 Y 日
30夕、
タケ 26 
i 日
4 、

時日
2 

ζ 古f 助う

古賀鍾子ちゃん
合櫛 殿 1丁目33-27 平壇構賀商

品を経営する古賀初男さん(31議〉

と署喜代美さんく22鏡〉の長女。現

在 8か月で身長，67問、悼重 7.3kg
56年 2月 2日生まれ。

優子ちゃん生まれたときは、 25
509'と標準よDノふさかったが、下

の歯が2本はえ、 iJ>ぜも引かない

元気な子。遊び相手はおじいちゃ

ん。パパは忙しいので遊んで〈れ

ないが、たまにおぶって散揖につ

れて行って〈れるのが楽しみe

〈募集〉

[11月】

25日 福祉会館、鍵保全館、旭公民

安宮

26日 大野公民館、横内団地襲会場

同量豊田公民館

27日 揮健センタ一、〉夜中央農協土

沢支所t
[12月】

23日 福祉会館、録保会館、組公箆

書官

24日 大野公民館、楠内団地構会場

民軽自公民館

25日 保健セジタ山、米中央農協土

沢支所

【1月1
27日 中原公民愛宮、金自公民館

出岡崎公民館

28日 神田公民館、金田公民館、

京城島公民館

29日 保健センター

【2m
24日 中原公民館、金呂公民館、

出陣崎公民館

25臼 神田公民館、同金田公民館、

京掠島公民館

26自 時健センター

【3月1
24日 中原公民館、金自公民館、

出岡崎公民館

25日 神田公民館、民金旧公民館、

民棋扇公民館

協議静鴎轡

iii;!?空1

12月 18 55年 6fll日-10日生

12月 8日 55年 5月11日-20日生

12月158 55年草月218-30日生

1月12臼 55年 7月 1臼-10日生

1月19臼 55年 7月11日-20日主主
1月初日 55年 7月218-31日昌三

2月 2日 55年 8月 18-10日生

2月 9日 55年 8fll1臼-20日空

2月16日 55年 8月21日-31日生

3月 2日 55母 9月 18-10日主主
3月 9臼 55年 9fl11日-20日生

3月16臼 55年 9月21日-30日生

調会場保健センター

譲受付時間午按1時 -2時

綴母子龍思表手問中長と筆記用具を持霊安

10月15臼 55年 4月生

11月12日 55年 5月生

12月10日 55年 6月主主

1月148 55年 7月生

2月18日 5o年 8月生

3月11日 55年 9月主主

覇軍告場 保鍵セYター

覇軍時間 午按 1時 -2時

豊富持雲参ずるもの 母子鍵既手帳本冊

.jJl.冊、筆記用具

(3か月l尼1
11月 4日 56年 7月 18-10日生

11月18日 同年7月11臼-208主主
11月25日 56年 7月21日-31臼生

[3彊宛]

11月 5日 53年 9月 1日-10日生

11月19臼 53年 9月118-20日生

11月26日 53年 9月21日-30臼生

21ii!?掛

:詩?ii話i』;2廷員t誌ij拡ii詰i;;;i
号i i百ii記詰i5;; 1詰出i詰出!詩!l ! ; i ; !詩i 
?担雪?日i;斡ii1;i j?i誌i;詰iJ詰2 

Jl!IHJI!I11IHIIHIl!II1I!IlIIII11IJI!IIIlIIII!l11111111IJl!日 1III!IIIJlI!llIIUIIIIl!IIIIl11!II!IIIIlItllllll!II

俊足号表示til:主主!こ新築改築される方

。申請書は市淀課住民受輯掠に用意してあ幻

ます。

@申謂寄 C住居番号付望書申請書〉を市民器懇

口に提出して〈ださい。

。住居番号は「住所Jと名のつ〈すべて白も

のに使用される大切なものです。

賠売品白 星ま肉、ハム金品

割引 平常厨頭小売価格の

1009につき20円安。

Eただい一部特鮪品控除〈コ

問い合わぜは市lI!:i努地域づ<T課

〈密主務23-1111内融264コ
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官
U
取
り
習
志
掲
帯
を

強
化
し
て
下
さ
い
。

ま
た
乙
白
務
、
南
祐
子
八
口
に
自
転

車
を
都
築
作
年
ι
「
自
転
車
は
お
D

ろ
」
と
抽
刷
出
出
に
大
吉
〈
欝
か
れ
ま
し

ゃ
如
、
お
b
る
と
い
民
希
帝
口
調
は

瀦
じ
が
慰
〈
、
モ
五
で
な
く
て
も
感

情
が
費
予
安
子
乙
て
照
け
ま
せ
ん
。

「お

pま
し
ょ
う
」
「
お
E
て
下

吉
い
い
明
、
よ
い
の
甘
ほ
な
い
で
し
ょ

民品。
A
松
臨
掛
町
北
山
武
四
泌
氏

v

iJJi---

平
盟
副
駅
東
側
地
下
道

マ

ゴ

…

事

長

釈

尊

の

重

量

、

「

雪

ろ

」

は

「

止

ま

れ

壁

、

ζ

の
容
所
に
よ
主
徐
々
に

は
、
車
両
(
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
と
同
様
に
笠
通
規
制
笠
意
味
し
、
通
還
存
者
の
環
群
が
探
求
一
hu
、
受
遜
ん

聖

書

〉

の

通

行

が

禁

一

止

古

れ

て

お

行

者

に

危

害

を

及

ぼ

吉

な

い

よ

5

1
ん
に
従
事
事
え
て
ま
い
D
ー
ま

目
、
地
す
道
人
口
に
も
そ
四
留
を
様
や
掲
墳
の
方
か
ら
設
蕃
の
嬰
由
翠
擢
が
出
心
な
い
途
茂
玩
蕃
咽
の
良
、
心
山
に
揖
諺
等
貯
培
官
又
凡
逼
も
し
た
@
十
市
巾
民
の
み
な
ざ
ん
が
、
交
遜

一
示
市
し
て
い
宇
ν
た

吟

。

苦

仇

ま

し

Fだ
、

の

と

理

解

し

て

演

吉

た

い

と

底

い

ま

ル

I
ル
と
マ
ナ

1
2究器同践臨古を忽荷揮苫

レ
m炉rし
、
自
転
車
に
乗
つ
た
ま
ま

ζ

由
た
め
、
「
お

鴇透噛
ι字
亨
る
者
草
事
♂
可
ミ
〈t、
品
努
葬
持
存
汀
者
雲
語
負
転
車
に
泰
警
恒
な
い
可
玄
可
ヱ
£
主d
示Eいど」の
看
官
喜
令
な
亨
な
歩
〆
く
、
¥
、
童
ん
l
ル
に
従
い
安
金

A金
烹
通
安
全
課
V

構
古
せ
る
事
故
が
却
也
君
で
、
利
用
者
叡
を
設
獲
与
九
も
の
で
す
。
に
利
用
し
な
げ
れ
ば
な
D
ま
せ
ん
。

は
積
社
謀
者
人
福
祉
係
〈
寵
話
お

一
一
一
一
内
融
二
一
一
(
)
)
へ
。

円V
8時
間
叫
月
刊
品
目
〈
ポ
)
9時

マ
畠
揚
福
技
会
抽
出

福
経
企
揺
支
は
、
六
十
歳
以
上
の

方
全
対
象
に
、
年
四
願
状
用
問
の
多
色
木

飯
爾
数
寄
を
関
〈
。

マ
期
日
日
月
4
白
か
ら
お
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
お
時
初
分
か
ら

マ
申
レ
込
山
小

m
R引
品
目
ま
で
に
鷺

話
玄
福
社
会
揺
〈
議
謡
m
M
i
一一一一一一一一

一
一
口
へ
。
先
蕃
知
人
ま
で
。

み
ん
な
で
策
し
い
一
日
を
混
む
そ

aE、
欝
支
障
心
身
議
筈
沼
者
レ
ク

リ
エ
i
シ
ョ
ン
大
会
が
関
か
れ
る
。

マ
8
時
叩
月
間
百
(
臼
)
問
時

マ
会
場
八
幡
山
公
開
闘

円
、
続
手
組
一
チ
ー
ム
六
岩
円
ほ
か

「
侶
儀
あ
る
教
育
と
青
少
年
の
指

導
」
講
師
は
聖
諮
問
干
闘
翠
八
教
授

宮
田
丈
宇
箆

マ
弓
時
叩
月
山
A
B
(土
U
M時

マ
ム
出
場
数
時
間
一
会
館
(
入
場
無
郡
)

策
海
大
学
湘
間
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が

聞
か
れ
る
ζ

と
に
な
っ
た
。

マ
ぬ
万
お
日
(
金
〉
「

y
!日ブー

シ
ス
テ
ム

ι核
融
合
の
展
望
」

・
講
師
横
院
国
大
教
授
太
白
時

男
氏
、
重
大
教
授
高
山
高
琵

マ
口
百
リ
日
日
(
京
〉
「
叩
牟
代
の

女
性
を
諮
る
」

・
務
部
国
際
女
性
学
会
幹
事
広

十
月
二
十
五
日
〈
日
〉
、
グ
ル
ー

プ
オ
リ
エ
ン
テ
1
2ン
グ
大
会
が
闘

か
れ
る
。
当
日
は
、
午
前
九
時
か
ら

十
時
一
一
一
十
分
ま
で
犬
磯
幼
稚
騒
で
受

け
付
け
者
予
る
。
同
」
番
加
を

マ
書
加
問
仲
ト
夜
者
向
吉
一
人
四
百

とマナーを

中
和
歌
手
さ
ん

マ
立
方
吋
即
日
(
月
〉
「
福
祉
国
家

の
扇
状
と
未
来
・
臼
本
と
ス
ク

z
l

デ

Y
の
比
較
」

長
時
日
師
ス
ク
ェ
i
T
Y経
高
学
者

ア
サ
i
ん・

yン
ド
ベ
ッ
ク
民

マ
ロ
万
8
日
〈
火
〉
「
マ
ス
・
コ

ミ
の
島
最
先
端
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

・
驚
踊
朝
日
新
潟
編
集
要
員
顎

紫
哲
情
民

沼
甫
公
開
回
セ
ミ
ナ
ー
香
員
会
篭

話
路
l
一
一
一
一
一
内
融
二
一
一
九
六

一
東
海
大
学
建
学
祭
一

第
二
十
七
白
東
海
大
学
態
学
祭
が

閃
か
れ
る
。

マ
犯
月
刊
刊
百
〈
金
〉
も
ち
つ
き
天
会

マ
ぬ
耳
目
白
〈
上
)
・
映
画
会

一
軸
議
院
，
の
ど
尚
糧
大
会
ほ
か

マ
ロ
月
1
白
(
日
〉
・
ぴ
つ
〈
D

B
京
語
記
録
・
議
開
会
ほ
か

マ
ロ
月
2
臼
(
月
〉
金
問
縦
断

ス
ー
パ
ー
ク
イ
ズ
・
も
ん
た
&
ブ

ラ
ず
l
ズ
、
丸
山
圭
子
ほ
か

マ
日
万
3
日
(
火
)
・
講
演
八
日

.
骨
ン
パ
窪
握
力
1
一
一
パ
ん
ほ
か

建
手
雲
間
戸
定
義
余
震
話
回
!

一
ニ
一
一
内
輯
五
六
五

間
開
演
時
間

の

変

更

を

十
月
ナ
古
日
(
土
〉
市
民
セ

y
タ

ー
で
、
「
本
白
骨
拘
九
い
ま
誕
生
」
が

ト
寝
さ
れ
る
が
、
夜
の
部
自
路
損
詩

間
は
午
能
主
時
三
十
分
に
変
更
さ
れ

た
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
e

人
権
@
行
政
相

談
日
の
変
更
を

毎
宵
月
第
一
、
第
一
一
一
火
誕
臼
に
聞
い

て
い
る
法
樺
a

行
政
苦
情
相
談
は
、

十
一
月
白
第
一
火
臨
日
が
祝
日
む
た

め
、
前
回
目
十
一
月
二
円
口
(
月
)
に

変
更
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
市
民
指
器
室
〈
竃

話
お
二
二
内
綿
一
一
九
一
一
一
〉
へ

〈
敬
祢
蹄
〉

マ
社
会
福
祉
へ
加
藤
明
ニ
ヰ

円
、
小
畏
博
騒
一
千
四
百
二
十
一
一

円
、
神
奈
川
主
露
間
盟
八
幡
賀
誠

六
千
九
百
六
十
肉
、
高
砂
醤
属
工
業

開
平
塚
主
濡
三
万
二
千
二
百
六
十

五
問
、
相
模
馬
子
二
千
円
、

T
Y

)
千
円
、
正
耳
障
和
夫
五
千
内
、
自

村
袈
間
住
宅
一
同
一
万
六
百
七
十

四
円
、
高
嶋
吉
松
五
千
円
、
か
な

が
わ
空
協
前
崎
プ
ロ
ッ
ク
七
千
四

百
七
十
五
円
、
豊
西
宮
宇
一
千
九

百
八
十
六
円

マ
4
4
人
福
祉
へ
・
一
市
民
一
万
円

藤
田
経
由
五
千
円

マ
恵
ま
れ
な
い
(
児
〉
方
へ
・
疋
田

健
夫
五
百
向
、
山
本
台
山
四
七
月

五
千
円
、
軍
省
一
一
平
向
、
福
祉
会

館
〈
一
円
五
)
五
手
二
百
八
十
布

問
、
つ
も
る
品
開
票
票
用
、
同

木
武
志
一
一
月
内

マ
ホ
(
鴇
嘩
抽
出
出
へ
藤
近
間
五
百

円
、
露
木
和
也
一
方
向
、
日
夜
車

庫
第
一
ニ
車
両
謀
労
溺
組
合
毒
草
部

二
万
三
千
円
、
回
分
窓
六
万
六
ヰ

四
百
六
十
七
月
、
市
民
病
院
五
事

八
百
三
十
六
円

マ2b易
障
害
(
児
)
者
へ
・
神
羽
同

学
一
枚
福
祉
奈
員
会
(
一
町
内
豆
募
金
)

一
万
四
千
七
百
五
十
点
河
、
神
田
制

区
横
内
長
寿
会
(
第
一
、
二
、
一
一
一
〉

守

20ん
一
一
一
百
七
十
三
枚

マ
福
祉
基
金
へ
・
原
田
武
十

円
、
岡
崎
地
宮
各
自
治
会
十
一

百
七
十
七
月
、
匿
宅
一

県動物楳諜センターでは、捨て犬、捨てね

己によるのら犬、のらねζ の増加と、犬ねζ

による危欝を防ぐため、今臨も次白日程でい

らな〈なった犬、ねこの巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印かんJ r犬の

鋸到しJ r注射高紫J r愛犬手帳」を持事のう

え金揚へお出かけを。なお、収容車¢停留時

間は10分間んまた、ねとは麻袋かダYボール

箱に入れていただきたい。

11月7臼〈土コ IIslI4臼〈土〉

9・00 神田公民館 9 : 00 松原公民館

9 : 25 大野公E設宮 9 : 20 須賀公民望宮

9 : 50 霊長田公民館 9 '40 花水公匡議官

10' 10 捗島公民館 10'日D 富士見公民主宮

10: 30 金田公民望宮 10' 3日 中原公民館

10' 50 開窃公民鰭 10、55 旭公民館

11 ' 10 金回公E議官 11 : 15 ~吉沢公匡議官

三三~~--
;;;; :;;.<'"_ 

E 明泊先年六蝿)11船橋之図

i 篤入 )11の船

e ;ftt!!:、篤入渡しには、持軍の上 1 かせていたようである。

5洛と報鮮使館の入府E時のみ幕命 1 次は寛永元年(1748)朝鮮使館

Eによって船橋をつく b、モの)行 ! 入府の際の船揖用に、中原御林の

Eを渡していた。 松を伐出した罰百謹の抜粋であるa

e cの船橋についての言い伝えも 松 板1152柱篤入}if船構櫛入用

E記録も乏しく、モの詳細は知るべ 内 960枚 長1丈鱈 1尺厚さ 2寸、

~ <もないが、わずかながら各地に τ 192枚 長 5尺幅 1尺厚 1寸 5分。

E残る賢棋によって、どうやらモの 。 松 木 153本間内16本長4路

5棋要はつかめそうである。 半百通5尺廻男校控男柱、 50;2伝

E 舶は相模湾沿揮各地から集めら 長 2闇回 遠 3尺廻根積、 7本

Eれたようである。 C江JI段主器 。 長 5尺巴i車2尺 5寸晶〈た留抗、

E 船をつなく材担としては鎖と騎 10本長2問自適2尺廼沈蛇篭

Eの主語輔が用いられ、巴れらは他の 1 はい木、 7日 本 長9尺呂通 1尺廻

E諸道具と共に専用の蔵に眼前され v 問題杭。松そだ4966本間構台

きていた。近世はむめにおける蔵は i 羽口仁以上大野誌、岡崎節代家文

E 次のむとくである 寄コ。急流のιとや以上のζ とか

5 長さ 5潤横2間 31Jミ所 ! らすると、六郷:)11船構はいかJ?

3 長さ 6闇横2間 1か所 ; で舶を止めているのと違って、太

5 そして、 ζ の管理は中君主(なか i 柱を上手に打ち込み、更にζ れを

EむうJ?) 6万石の触頭役や中原綿 : 蛇篭〈じやかな〉や石で支えたも

E林のi旬林守役にあたった当市御殿 のに舶をつな宮、なお六郷JlI自主聾
叩 守

Eの小)11民の怨がしていて、蔵の臨 i 合のように克次の上に土を重量いで

さ濠は郡下会悼に分担させていた いるのではなく、厚松坂を幾騨も

Eなお、 A、，)11民は船橿づくりにも立 : 敷いているようである。

Eち合っていたの 〈伝設、大野諒〉 。 また、羽口周としては使い君れ

2 使用する竹末モだ書震は、中原栂 j ない懇の松そだやJII徐替謂からず
で 。

さ林由松や君官下各地から鎮めたもの ; ると、親穆酎語所な平常の湾流よ D

Eが使われ、人足も書官下全部から出 e 建将軍模縮していたように癒え晶、

5寄せていた。挫抵は、物京代や人 (文禽白井弘〉斑指たずねは捕

ま援を金子で出しご務長綾織にま i 史書富吉九怒へ

一 >27<一一

肉
親
の
一
宮
口
号
事

f
よ
く
き
く
子
で

r、
し
た
が
「
学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た

現
制
切
り
寂
し
い
事
が
あ
っ
て
お
母
古
ん

M
M
に
語
を
す
与
と
円
あ
な
た
が
惑
い

ふ
寸
か
ら
い
じ
め
ら
れ
る
ん
い
で
し
ょ

浅
う
』
と
ふ
ら
れ
た
え
そ
れ
で
は

何
伊

ζ
pレ
で
む
ら
ん
な
さ
い
』
と
無

辺
匂
麗
な
事
主
語
わ
れ
た
白
で
、
い
や

平
唖
な
事
が
あ
っ
て
も
間
も
掌
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
役
さ
ん
に

小
学
校
一
年
伎
の
男
C千
百
お
は
ど
玄
戸
レ
た
ら
い
い
か
と
い
喜

安
あ
が
粗
暴
葬
撃
お
し
え
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
ま

で
や
っ
て
高
ま
し
た
a

そ
の
お
母
も
、
た
だ
自
分
の
辛
い
気
持
を
わ

き
ん
と
台
詰
を
し
て
い
た
時
四
ζ

か
つ
て
ほ
し
か
っ
た
む
だ
。
仕
方

主
昔
。
お
母
支
え
は
「
子
供
た
が
な
い
か
ら
い
や
な
ζ

と
は
ひ
と

ち
の
世
界
は
離
し
い
よ
う
で
、
家

D
で
心
に
た
め
て
い
た
。
そ
れ
が

由
子
も
上
級
生
区
苓
菩
れ
て
惑
今
に
な
っ
て
場
発
し
た
会
た
い
。
」

い
警
を
し
で
い
た
。
そ
れ
を
本
人
と
吾
レ

τれ
ま
し
だ

は
z
…
一
一
?
の
ず
に
友
達
が
私
に
ロ
一
一
一
日
い
に
子
供
た
ち
の
話
を
き
〈
と
、
お

き
た
@
ど

hpuて
私
仁
一
一
こ
-
♂
Z

Z

Z

一F

母
さ
ん
は
つ
い
内
容
・

一
一
エ
二

K
L時

醤
わ
な
い
の
か
F子
供

や

F
J
一
可
押
結
果
室
長
し
を
一
判

に
聞
い
た
ら
『
お
母
さ
酬
門
V
当
J
J
F
轟
断
し
、
悪
け
れ
ば
や
持
~

ん
に
ロ
吉
田
っ
た

E
E
一
芸
品
山
荘
鴇
し
か
夕
、
も
っ
し
主
く

れ
る
か
ら
』
と
喜
一
お
れ
一
一
一
一

1
1ム
ポ
れ
で
き
る
よ
5
に
と
昨
畿

を

が

っ

か

り

し

て

し

み

設

す

き

ょ

に

ま

が

ち

ま
っ
た
。
子
供
仁
レ
て
一
寺
1
2
J
#耳
で
す
。
で
も
宇
供
た
ち

み
れ
ば
私
は
し
か
る
乙
一
と
か
多
い
は
外
町
役
算
で
お

ιっ
た
で
岳

町
で
留
っ
た
時
せ
さ
え
尚
も
吾
一
司
王
事
、
争
の
時
の
自
分
の
気
持
を
お

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
」
と
お
っ
母
さ
ん
に
わ
か
っ
て
一
ほ
し
い
の
で

し
ゃ
い
ま
し
た
。
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
子

そ
の
号
室
飽
い
て
私
は
家
庭
内
ど
も
の
気
持
ち
場
蘭
く
ζ

と
が
で

暴
力
を
起
こ
ム
ナ
中
学
生
の
こ
と
ば
き
る
お
母
さ
ん
は
、
子
院
に
と
つ

を
思
い
出
」
ま
し
た
。
圭
の
中
学
で
す
ば
や
レ
い
お
母
辛
ん
な
の
で

生
は
小
さ
い
頃
官
お
と
な
シ
、
し
よ
う
@

く〉穫し物 ミニSL、ファファパンダ、ゲート

ボーノレ、ミス接議長晶、ハーレイ撮影

会もちつ書大岳、七夕太鼓、部力制

定、偲活 12215'
ミス七夕、ミスヲ}ルド、東海大学

世費今司野究晶、平揖パトYクラブ勝

旗置輯輯・露土J'I，守事寺銭隊p

<>パレード

。i担割臼程 10月178C土)10時 -15時 紅谷 町

南平前仁平壇ライヌγンズクラブコ10月24臼仁士)10 
時 -151時揖島公民自館/10月27日 C1029日(木〉

10時 -15時県立高浜高校/10月31臼〈土〉・ 11
月 2日(土コ 10時 ----15時東海大学/11月 7日

仁士)1α時~15時 N草委公民館・平壇駅前/11汚
8日亡日) 10時~12時花水公問題・ 13時~15時

扇松車検場/11月12日 01013時 -15時 中南 信

用金蘭四之宮ヨ宣告

、~~~ご協力品りがとうございました~ハAんへ

四之宮地区29京、日本エアーフィノレター56京、
活向特融金高33末、共栄工業76本、ナジョナノレク

レジット15本、農協教宵セジ貞一40本、包接車体

158本、ロー占ーアクトクラブ131:2紅、二七湿気量Z2u
本、吉沢地区25本、魚崎盤87本、三菱樹脂890和て

イロットプレジジョ

ン57宜、しら富吉三ラ

イオジズクラブ 180
束、平田蚤ヱ業90'"'
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